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平
成
２
４
年
度
全
国
調
査
で
は

●
働
く
女
性
の
５
４
．
５
％
が

非
正
規
雇
用

●
給
与
所
得
の
男
女
差
は
、
男

性
を
１
０
０
と
す
る
と
女
性

は
７
１
。

●
第
１
子
出
産
後
に
約
６
割
が

離
職

綾
部
市
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
め
ざ
し
「
第
３
次

あ
い
プ
ラ
ン
２
０
１
１
年
〜
２

０
２
０
年
」
を
策
定
し
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

男
女
平
等
や
労
働
条
件
改
善

な
ど
、
ま
ず
公
務
労
働
の
現
場

で
率
先
す
る
べ
き
で
す
が
、
市

職
員
の
現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

綾
部
市
役
所
で
、

女
性
管
理
職
は
９
人(

１
５
．

８
％
）

生
理
休
暇
取
得
は
ゼ
ロ

妊
婦
検
診
休
暇
は
ゼ
ロ

年
休
取
得(

男
女
）
平
均
９
日

妊
婦
検
診
休
暇
は
事
業
主
の

義
務
で
あ
り
、
取
得
な
し
は
問

題
。
母
性
保
護
に
つ
い
て
市
内

で
努
力
し
て
保
障
し
て
い
る
民

間
事
業
所
も
あ
り
ま
す
。

市
は
、
「
休
暇
に
つ
い
て
取

り
や
す
い
体
制
づ
く
り
の
検
討

と
、
市
内
事
業
所
の
男
女
平
等

実
現
と
実
態
調
査
を
検
討
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
の
「
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
」
の
中
で
、

消
費
税
増
税
と
セ
ッ
ト
で
「
子

ど
も
子
育
て
支
援
」
関
連
法
が

成
立
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
問

題
点
が
あ
り
ま
す
。

①
介
護
保
険
と
同
じ
よ
う
に
認

定
を
受
け
、
保
育
の
必
要
時
間

が
決
め
ら
れ
る
。
（
子
ど
も
に

よ
っ
て
保
育
時
間
が
異
な
る
）

②
子
ど
も
の
保
育
時
間
が
ば
ら

ば
ら
で
、
発
達
に
応
じ
た
保
育

や
行
事
が
困
難
に
な
る
。

③
短
時
間
の
保
育
が
多
く
な
る

と
，
保
育
所
収
入
に
も
影
響
が

出
る
。

④
保
育
必
要
量
を
超
え
た
保
育

は
全
額
自
己
負
担
で
保
護
者
負

担
が
増
え
る
。

⑤
補
助
金
が
減
ら
さ
れ
、
老
朽

化
し
た
保
育
所
の
建
て
替
え
や

改
修
が
困
難
に
な
る
。

⑥
株
式
会
社
の
参
入
も
可

能
で
、
保
育
が
儲
け
の
対

象
と
な
る
。

な
ど
で
す
。

【
こ
の
制
度
に
対
す

る
市
の
考
え
は
】

市
と
し
て
「
新
制
度
」

は
導
入
の
方
向
だ
が
、
各

法
人
の
判
断
に
ま
か
せ
る
。

１
１
月
に
子
育
て
の
ニ
ー

ズ
調
査
を
行
い
、
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
（
Ｈ
２
７
〜
）
に
つ

な
げ
た
い
。
市
の
「
こ
ど

も
・
子
育
て
会
議
」
を
２

月
頃
開
催
し
、
調
査
結
果
を
今

後
の
計
画
に
反
映
す
る
。

市
は
児
童
福
祉
法

第
２
４
条
第
１
項
の
「
公

的
保
育
」
を
守
り
、
ど
の

子
も
平
等
に
保
育
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
努

力
す
る
べ
き
で
す
。
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同
時
に
配
布
す
る

議
員
団
ニ
ュ
ー
ス

も
ご
覧
下
さ
い
。

【
私
の
質
問
】

■
女
性
の
地
位
向
上
と
労
働
条
件
の
改
善
を
求
め
る

・
働
く
女
性
の
労
働
条
件
・
環
境
の
実
態

・
男
女
平
等
の
社
会
を
積
極
的
に
め
ざ
す
市
政
へ

■
「
子
ど
も･

子
育
て
支
援
新
制
度
」
の
導
入
を
し
な
い

で
保
育
水
準
を
守
る
こ
と

・
新
制
度
に
つ
い
て
市
の
見
解
は

■
府
内
で
最
後
と
な
っ
た
「
非
核
宣
言
」
を

・
市
民
と
と
も
に
「
非
核
都
市
宣
言
」
を
つ
く
る

■
平
和
憲
法
を
遵
守
す
る
こ
と
に
つ
い
て

働
く
女
性
の
労
働
条
件
等
の
実
態
は

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
の

導
入
を
せ
ず
、
保
育
水
準
を
守
れ

綾
部
市
は
昭
和
２
５
年
１
０

月
１
４
日
「
世
界
連
邦
都
市
宣

言
」
を
全
国
に
先
駆
け
て
行
な

い
ま
し
た
。

綾
部
市
は
「
全
国
平
和
首
長

会
議
」
に
加
盟
し
て
い
ま
す
が

そ
の
中
で
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
核
兵
器
廃
絶
が
提
案
さ
れ
て

い
ま
す
。
世
界
連
邦
宣
言
し
て

い
る
亀
岡
市
な
ど
も
「
非
核
宣

言
」
し
て
お
り
、
京
都
府
を
除

く
府
内
最
後
の
「
宣
言
し
て
い

な
い
」
自
治
体
が
綾
部
市
で
す
。

答
弁
は
「
世
界
連
邦
運
動
の

充
実
と
発
展
で
平
和
都
市
と
し

て
の
責
務
を
果
た
す
」
で
し
た
。

ま
た
、
憲
法
改
正
の
動
き
が

あ
る
中
、
現
憲
法
を
守
る
こ
と

に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
質
問

し
ま
し
た
。

答
弁
は
「
今
の
日
本
国
憲
法

は
立
派
だ
と
思
う
が
状
況
に
応

じ
て
変
え
る
こ
と

も
必
要
。
憲
法
議

論
す
る
こ
と
が
大

切
だ
」
で
し
た
。

市
長
は
反
問
権
を
使
っ
て

「
万
が
一
他
国
か
ら
攻
撃
さ
れ

た
ら
ど
う
す
る
か
」
と
質
問
。

私
は
、
攻
撃
さ
れ
戦
争
を
仕

掛
け
て
く
る
国
は
な
い
と
思
う

が
自
衛
権
行
使
し
て
、
守
る
た

め
戦
う
と
答
え
ま
し
た
。
ま
た
、

憲
法
９
条
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

こ
の
６
８
年
間
、
他
国
を
攻
め

る
こ
と
も
殺
さ
れ
る
こ
と
も
な

か
っ
た
。
憲
法
９
条
を
持
つ
こ

と
が
一
番
の
平
和
の
「
武
器
」

だ
と
答
え
ま
し
た
。

府
内
自
治
体
で
最
後
と
な
っ
た
「非
核
宣
言
」を

宣
言
文

「
綾
部
市
は
日
本
国
憲
法
を
貫
く
平

和
精
神
に
基
づ
い
て
世
界
連
邦
建
設

の
主
旨
を
賛
し
全
地
球
の
人
々
と
共

に
永
久
平
和
確
立
に
邁
進
す
る
こ
と

を
宣
言
す
る
」

保育園児全員での運動会

戦争への道 「秘密保護法」に反対です
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１
１
月
３
０
日
Ｉ
Ｔ
ビ
ル
に

て
記
者
会
見
が
行
わ
れ
、
「
新

し
い
民
主
市
政
を
つ
く
る
会
」

か
ら
梅
原
康
生
（
や
す
た
か
）

さ
ん
６
３
歳
が
立
候
補
を
表
明

さ
れ
ま
し
た
。

梅
原
さ
ん
は
、
今
の
政
治
で

苦
し
ん
で
い
る
方
が
多
く
お
ら

れ
る
。
国
の
政
治
を
そ
の
ま
ま

市
政
に
持
ち
込
む
の
で
は
な
く
、

「
言
う
べ
き
こ
と
は
は
っ
き
り

言
う
」
こ
と
が
大
事
で
は
な
い

か
。こ

の
上
消
費
税
の
増
税
は
認

め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
原
発
の

隣
町
に
住
む
住
民
と
し
て
、
原

発
再
稼
働
は
絶
対
に
反
対
だ
。

「
福
島
を
訪
問
し
、
こ
の
目
で

原
発
事
故
後
の
現
実
を
見
て
き

た
」
と
。

そ
し
て
、

「

平
和
憲

法

を
守
り

市

民
の
命

と

く
ら
し

を
守
る
」

そ

の
先
頭

に

立
っ
て

が

ん
ば
り

た
い
と
、

決

意
表
明

さ

れ
ま
し

た
。

す
ば
ら
し
い
候

補
者
で
、
私
も

が
ん
ば
ら
ね
ば

と
思
い
ま
し
た
。

梅原やすたかさんの
プロフィール

１９６２年（Ｓ３６）綾部小卒業

１９６５年（Ｓ４０）綾部中卒業

１９６８年（Ｓ４３）綾部高卒業

同年 京都大学理学部入学

１９７０年（Ｓ４５）法学部に転部

１９７３年（Ｓ４８）大学院法学研究科修士

課程入学

１９７５年（Ｓ５０）同大学院博士課程入学

１９８０年（Ｓ５５）３月 同大学博士課程

単位修得後退学

＊行政法が専門

１９８０年（Ｓ５５）

国立舞鶴工業高等専門学校に勤務

講師、助教授、准教授

＊同校の教職員組合の結成に参加し役員

を歴任

２０１０年（Ｈ２２）舞鶴高専退職

趣味は囲碁。家族は妻と一男一女(独立）

現在、民主市政をつくる会代表

綾部市長選
挙

１月１９日
告示

２６日投票

新
し
い
民
主
市
政
を
つ
く
る
会
か
ら

梅
原
や
す
た
か
さ
ん

出
馬
表
明

９
月
１
６
日
午
前
４
時
半
頃

「
避
難
指
示
」
で
避
難
所
で
あ

る
中
筋
小
学
校
体
育
館
へ
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
は
中

筋
地
域
の
本
部
と
避
難
所
も
開

設
さ
れ
訪
問
す
る
。

避
難
所
で
の
手
伝
い
と
自
治

会
の
炊
き
出
し
手
伝
い
を
行
う
。

午
後
に
由
良
川
沿
い
の
被
害
調

査
。以

降
、
延
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
各
地
の
調
査
を
行
う
。

９
月
２
３
日

私
市
町
の
堤
防
決
壊
の

修
復
作
業
が
２
４
時
間
体

制
で
行
わ
れ
て
い
た
。

新
し
い
堤
防
は
今
年
度

中
に
着
工
予
定
だ
が
、
用

地
買
収
も
あ
り
ど
こ
ま
で

進
め
ら
れ
る
か
は
不
明
と
、

国
交
省
福
知
山
事
務
所
で

伺
い
ま
し
た
。

中筋小学校で避難所受け付けの様子

昭和２８年の水害を振り返る大槻さん

昭
和
２
８
年
の
台
風
を
経
験
さ
れ

た
大
槻
さ
ん
に
今
回
の
様
子
を
聴
き

ま
し
た
。

「
一
人
暮
ら
し
や
さ
か
い
、
テ
レ

ビ
を
見
て
危
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

オ
フ
ト
ー
ク
の
連
絡
が
一
番
よ
う
分

か
っ
た
」
「
２
８
水
を
経
験
し
て
い

る
者
か
ら
見
る
と
、
由
良
川
水
位
上

昇
へ
の
危
機
感
に
欠
け
る
気
が
す
る
」

な
ど
、
今
後
の
情
報
伝
達
に
課
題
が

あ
り
ま
す
。

私市町の築堤工事

自
治
会
長
さ
ん
と
と
も
に
、
河
川

敷
の
漂
流
物
撤
去
を
国
交
省
に
依
頼

し
現
地
調
査
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

写
真
で
す
。

国
交
省
の
管
轄
地
以
外

の
漂
流
物
は
撤
去
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

台
風
後
、
高
津
町
の
荒
倉
川
は
土
砂
の
堆

積
が
ひ
ど
く
、
心
配
さ
れ
る
声
が
あ
っ
た
の

で
京
都
府
土
木
事
務
所
へ
行
き
ま
し
た
。

土
砂
は
「
府
民
公
募
型
事
業
」
で
今
年
度

中
に
取
り
除
く
予
定
。
工
期
は
来
年
度
に
か

か
る
か
も
知
れ
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

合
わ
せ
て
荒
倉
川
の
護
岸
整
備
も
要
望
し

ま
し
た
。

府
道
綾
部
福
知
山
線
の
協
立
病
院
前
の
側

溝
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
な
く
転
落
事
故
が
発

生
し
て
お
り
、
早
急
な
安
全
対
策
を
求
め
ま

し
た｡

年
度
内
に
拡
幅
工
事
の
着
工
を
す
る

の
で
同
時
に
整
備
す
る
と
の
こ
と
で
す
。撤去後。他にも数カ所撤去していただく

↓

高津町 荒倉川と府道

戦争への道 「秘密保護法」に反対です


